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極域下部成層圏におけるクロリンナイトレイトの不活性化と再活性化について

On deactivation and re-activation of chlorine nitrate in the polar lower stratosphere
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Improved Limb Atmospheric Spectrometer (ILAS)は北極成層圏でクロリンナイトレイトの再活性化を観測した。クロリ
ンナイトレイトの混合比は北半球極域で２月、３月に顕著に増加し、475Ｋ温位高度では 1997年３月後半に、550Ｋ温位
高度では 1997年３月中旬に２ ppbvに達した。極渦内でのクロリンナイトレイトは増加傾向と共に大きく変動しており、
低濃度の空気塊の気温履歴を解析したところ、新たに発生した PSC上における再活性化を示唆する結果であった。クロ
リンナイトレイトの変動はまた、明らかに同時に観測された二酸化窒素に依存していた。Halogen Occultation Experiment
(HALOE)で観測された塩酸は、クロリンナイトレイトの増加に対応して、冬季から早春にかけて顕著な減少を示してい
た。クロリンナイトレイトの塩酸との不均一反応は、塩酸を効果的に活性化することに寄与したと考えられる。


